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アルカリシリカ反応がコンクリートの諸性状に及ぼす影響 (II)
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1,は し が き

反応性骨材として,安山岩ならびにチャートを用いた

コンクリートの諸性状がアルカリシリカ反応によって,

どのように変化するかを調べる一連の研究のうち､膨張

性状の1部に関しては前報1)に示したが,今回は強度お

よび弾性係数に関する結果の1部を報告する.

使用材料,供言式体および実験条件等は前報と同じであ

る.

2.圧縮強度ならびに弾性係数の変化

図-1および図-2は静弾性係数に対する圧縮強度の比

(E/♂)と圧縮強度 (♂)との関係をそれぞれ安山岩を骨

材として用いた場合とチャートを用いた場合について示

したものである.

これらの図をみると,長さ変化が0.02%程度にとど

まっているコンクリー トの場合の点は,健全なコンク

リートの場合に成立する関係 (図-3)を表す曲線上か,
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図-1 E/oTcとoTcとの関係一安山岩使用の場合-
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図-2 E/oTcとoTcとの関係-チャート使用の場合-
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図-3 E/oTcとqcとの関係2)
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(a)安 山岩使用
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(a)安 山岩使用
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その周辺にプロットされている。 これに対してアルカリ

シリカ反応によって何らかの劣化を生じているコンク

リートでは上記の曲線から大きく外れた個所,す なわち

E/σの著しく小さい部分にプロットされることがわかる。

材令 4週 の段階でほとんど膨張しているために上記の曲

線上にプロットされていた点も,反 応の進行にともなっ

て膨張が大きくなると,点 は下方のE/ρの小さい部分に

移動する(図の矢印)。一般にコンクリー トのセメント硬

化体組織中の非晶質成分が増大するとこの曲線は下方に

移動することは図-3の 高炉セメントB種 およびC種 の

曲線からも明らかであって,図 -1～ 2の結果は,コ ンク

リート構造物がアルカリシリカ反応による劣化を生じて

いるか否かを,コ ンクリートエ学的手法によって判定す

る有力な手段を与えるものである。

3 強 度および弾性係数とアルカリ量の関係

図-4お よび図-5は それぞれコンクリート中の総アル

カリ量と強度および弾性係数の低下率との関係を示した

ものである。低下率はそれぞれの水セメント比ごとに,

総アルカリ量 (kg/m3)

図-5 総 アルカリ量とヤング率の低下率

全く膨張を生じていない総アルカリ量が 4 kg/m3以下の

コンクリー トの各材令における強度および弾性係数に対

する比率として表してある。これらの図は,コ ンクリー

ト中の総アルカリ量が 4 kg/m3程度以下であれば,反 応

性骨材の使用が強度および弾性係数に対して影響を与え

ることを示している。しかし,以上の結論は,コ ンクリー

ト構造物中で孔隙水の移動によるアルカリの濃縮が生ず

るケースに対してはあてはまらず,こ のような場合には

総アルカリ量を多くとも3 kg/m3以下に制限する必要が

ある。 (1988年1月 18日受理)
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総アルカリ量と強度の低下率




